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こんにちは、院長の高橋淳一です。  

１０月に入り夜になると肌寒さも感じられるようになってきまし  

たね。   季節が巡るのは早いもので、すっかり秋も深まってきまし  

た。     

さて、１０月と言えばお米が一番美味しい新米の季節ですが、よ  

く子供の頃にご飯を残すと「お米の神様に怒られるよ！」と家族に  

叱られませんでしたか？   昔から「米には八十八人の神様が宿る」といった言い伝えもありま

すが、これは、お米が作られるまでに“８８の手間”がかけられているということが由来のよ

うです。     

実は「米」という文字も「八・十・八」からきていると言われています。   それだけ手間暇

かけて作るものだから、「感謝して一粒も残さずに食べなければいけない」という教えなのでし

ょうね。     

ちなみに、ご飯をお茶碗に盛ると、普通サイズのお茶碗一杯で“約3500粒”のお米が入っ

ているそうです！   ということは、一杯のお茶碗のお米を作るために3,500×88＝308,000

の手間がかかっていることになります。   これはすごい手間数ですね（笑）  

それでは、これから徐々に肌寒くなって参りますので、体調管理に気をつけて元気にお過ご

しください。  
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